色の弁別（赤、青、黄）、目と手の協応、数

（作り方）

· 画用紙に枠の絵を描いたものをパウチする。実をつけるところがわかるよう印を忘れずに書く。赤、青、黄で画用紙の実も同様に作る。

· 実の裏に両面テープを貼り、取り外しができるようにする。

（使い方）

1 印に実を貼る。（目と手の協応）
2 赤、青、黄の３色から、教員が指示した色を印に貼る。（色の弁別）

3 指定した数と色を選んで、ボードに貼る。（数）

（対象生徒に使用した様子）

1 色の区別は難しいが、実を印に貼る目的で取り組んだ。目と手を協応させるため、印を意識するよう言葉がけをし、繰り返し学習するうちにできるようになった。色も自由にえらび、木に実を貼るという活動なので、楽しみながら取り組むことができた。
2 赤、青、黄の３色の色の弁別で、はじめは同じ色の実を見せながら教員が色の名前を言って提示した。繰り返すうちに色を覚え、教員が色を指定するだけで選べるようになった。

3 数量の一致を目的に、数字カードを提示し同色の数の実を貼る。慣れてきたら１ケタのたしざんの導入として「赤の実３つと黄色の実１つ、合わせていくつ？」というように取り入れた。プリント学習と並行して行った。
